
Luminous Latye-Type Stars in NGC300 

Richer,H.B.,  Pritchet, C.J., Crabtree,D.R.      1985、ApJ， 298， 240-248 

Ｉ．イントロ 

ＮＧＣ３００  ＤＭ＝２８．３３、２７．０、２５．８、２５．８５、２６．０９ と様々な推定 
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図３ ＮＧＣ３００の ３０分 Ｉ画像。 マークは表３の炭素星。数字はピクセル番号。０．６”/ピクセル。上Ｗ右Ｎ 



  

図１ Ｌａｎｄｏｌｔ標準星とＬＭＣ星の２色図 

ＩＩＩ．ＮＧＣ３００の２色図 

  

図２ ＮＧＣ３００の２色図。 ＋＝σ （カラー）＜０．１の星。２色図の分布が銀河系、ＬＭＣと同じであることを示す。 

                  ○＝Ｍ型星、 ●＝Ｃ型星。 この両者は エラー＞０．１ も含む。 



図１から、 Ｍ５＋  （Ｖ－Ｉ）＞２，     （８１－７８）＜－０．１５   エラー＜０．１は４個 

        Ｃ    （Ｖ－Ｉ）＞１．８    （８１－７８）＞０．４                ２個 

そこにエラーが怪しいものもすべて含めた。Ｖがないものは、Ｖ＝２３．５を仮定 

――＞表４ 

ＬＭＣでは最も暗いＣ星がＩ＝１４．５だったので、ＮＧＣ３００に直すとＩ＝２１．９．人工星による検出率実験では 

この等級で７５％である。ここから０．５等下がるだけで１９％に激減するから注意が必要 

ＩＶ． Ｃ／Ｍ比 

Ｃ／Ｍ比とメタル量の関係につき、Aaronson,Mould1985 はＬＧでは弱いと言っている。 

                       log Ncl = log Nc + Mv/2.5 

  

表５  近傍銀河のＣ，Ｍ星 

 

この表からはＣ星の割合と相関があるように見える。しかし、上は年齢の順にも並んでいて、 

年齢効果とも見える。 

V. NGC300 までの距離 

距離指標としての炭素星 

Ｉ（ＬＭＣ ＢＷ）の分散＝－４．７５±０．４７        Ｒｉｃｈｅｒ １９８１ 

＜Ｍｂｏｌ（Ｆｏｒｎａｘ、ＬＭＣｓ，ＭＷ）＞ は誤差の範囲で同じ    Ａａｒonson/Mould 1985 

＜Ｍｂｏｌ（Ｍ３１，ＮＧＣ２０５）＞ もそう。     Ｒｉｃｈｅｒ／Ｃｒａｂｔｒｅｅ１９８５，ＲＣＰ１９８５ 

－－＞ ［Ｆｅ／Ｈ］＞－１．８， Ｍｖ＜－１２．９  なら 炭素星の平均は同じ明るさ 

ーー＞ ＤＭ＜２８（Ｍ８１）までＣ星を発見できる。 

 

ＮＧＣ３００の距離   １６炭素星－－＞＜Ｉ＞＝２１．２３±０．３９－－＞ＤＭ＝２５．９８ 

             前景 Ｅ（Ｂ－Ｖ）＝０．０３５ （Ｇｒａｈａｍ １９８４）  ＮＧＣ３００内部 Ｅ（Ｂ－Ｖ）＝０．０２５（仮定） 

             -->Ｅ（Ｂ－Ｖ）＝０．０６、Ａｉ＝0.11 －－＞ＤＭ（ＮＧＣ３００）＝２５．８７ （ＤＭ（ＬＭＣ）＝１８．４５） 

この値は過去のＤＭ＝２８より大幅に小さいが、最近の３つの値と一致している。 

ーー＞ ＮＧＣ２４７とＮＧＣ２５３のＣ星を観測して３者の不一致を調べるのが急務。 

ＶＩ．ＣＭＤ 

Ｉ＜１９はあるが、近傍星だろう。 

赤色超巨星 Ｉ＝１９、Ｖ－Ｉ＝１．９ ない。  ただ、観測が星、ＨＩＩＲのまばらなところを選んだのでないとは言えない。 

  



  

図５ ＮＧＣ３００のカラー等級図。 

 

  

図６  実線 ＬＭＣ炭素星、点線 ＮＧＣ300炭素星 のＭｉ分布 

  



 

ＶＩＩ． 炭素星と 年齢ー光度関数 

Ｉ 分布はＬＭＣと似る。 Ｍｉ＜－６はない。 

 

 

図７ ＡＧＢ（Ｖ－Ｉ＞１．４８）の光度関数。 点線＝ＬＭＣ   実線＝ＮＧＣ３００ 

ＡＧＢ欠乏  Ｒｅｉｄ／Ｍｏｕｌｄ １９８４ 

ＬＭＣでは、－６．５＜Ｍｂｏｌ＜－５ のＡＧＢが少ない。－－＞ＳＦＨまたはマスロス？ 

 

 ＮＧＣ３００  もし、マスロスが原因ならこっちでも下がるはず。ＬＦ下がらない。しかしサンプル数が少ない。 

実線＝ＮＧＣ３００   点線＝ＬＭC（Ｒｅｉｄ／Ｍｏｕｌｄ １９８４） 

 

ＶＩＩＩ． まとめ 

ＮＧＣ３００から北２ｋｐｃ離れた点のまわり２ｘ１．２ｋｐｃを調べた。－－＞１６炭素星＋２３Ｍ５＋星 

全体では５００炭素星？ Ｃ／Ｍからの推定[Fe/H]=-0.5 はＳＮＲからの－０．４とよく一致する。 

炭素星を使って距離も決めた。 

ＡＧＢ光度関数はＬＭＣと違い欠乏がない。 

 


